



























































 一日のふり返りは、こども園の 3 歳児クラス（子ども 14 名）にて、毎日降園前の時間に担任
保育者によって行われた。普段から降園前には絵本を読んだり、その日にあったことや次の日の
予定などについて話をしたりしていたので、担任保育者の負担にならないように、この時間を利






































































と E は言っている。 
 
T「あ、今二つ出てきたね［と保育者は子どもたちの方を見る。保育者は先ほどの E の動作を真
似た。隣にいる E は、保育者の動きを見ている］足の辺、から、R くんみたいに、首の下あ







































た子どもがドアを開け、同じく入り口にいた Y と 2,3 人の子どもたちが外にかけていった。続



















手を置き、Y がやったように Y のからだに沿って胸のあたりまで手を動かした。 
 
すると先ほど話した E が「私は、ここ。Y ちゃんは頭までいったよ」と自分の頭を両手でぽん
































































か、「どきどきした」と言い表した。E はその前に話した「R くんみたいに」と言い、R の話を
共有していたこともわかる。 
保育者は、E の表現を細かく捉え、「今二つ出てきたね」と E にも子どもたちにも示した。一




















では、次に Y との対話を見てみよう。 
Y は、椅子に座ると、E と同様にブランコを話題にした。それに対して E は自分と同じだと
驚いた。このような反応を見ても、子どもたちがこのやり取りに参与していることがわかる。 
そして Y が提示した「ブランコ」によって、子どもたちがさらに気持ちを共有する場となった。 















問いかけると、Y は自分のからだを示した。保育者は、一見したところ先ほどの E の示し方と
似ていると思ったものの、再度 Y が示した動きを捉えて、少しの違いを指摘した。するとさら









































































【事例 2-1 の考察】 
以上のふり返りは、保育者にとっては困った例であろう。子どもたちは、初めは保育者の問い









れた 2 回目のふり返りを見てみよう。 
 







































T「E ちゃん、どうぞ。」E も前に進み出て座った。 
T「E ちゃんは楽器遊びはどんな感じがしましたか？」 
E「私は、シャンシャンとするとか［両手をお腹の辺りにもっていき、スズを叩く仕草をする］、




























T「K くんどうぞ。[K も前の椅子に進み出て座った]  K くんも楽器遊びのことについて聞いて





























































































【事例 2−2 の考察】 








さて、初めの S とのやり取りに注目してみよう。ここの両者の反応は興味深い。S は「楽しか
った」と言ったが、保育者は言葉を取り違えたのか、うれしいと受け取ったのか、「うれしい感
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